












担当課

電話 メール

（運用要綱様式第１号）

九州食品ロス削減施策バンク登録簿

施策・事業名称 フードドライブ

自治体名 奄美市

本件問合せ先
市民部　環境対策課　環境保全係

0997-52-1120(直通) kankyo@ctiy.amami.lg.jp

分野
（当てはまるもの全て
に○を付けてくださ

い）

消費者向け（家庭・買物・外食等） 事業者向け（外食・小売・製造等）

①　住民啓発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②　キャンペーン・イベント
３　食品ロスの実態調査　　　　　　　　　　　　　 ④　子どもへの啓発・教育
５　協力店舗等の登録　　　　　　　　　　　　　　　６　事業者への働きかけ
７　消費者団体又は住民団体との連携　　　　　８　食材使いきり・リメイク料理
９　その他

事業実施期間 平成３０年２月～

立案の背景
（目的）

　島内にフードバンクの無い奄美大島では，家庭に余剰食品があったとしても，それ
と支援団体をつなぐものがない。そこでフードドライブを開催し，支援する人と支援団
体とを結び付け，実際に食品ロス削減に寄与することにより，市民の食品ロス削減
への啓発・意識醸成につなげることを目的とする。

内容

　環境対策課（支所含む）の窓口において，食品提供を随時受け付けている。また，
奄美市主催のイベント（奄美市まなび・福祉フェスタ）開催時にブースを設けて，フー
ドドライブの受付，啓発等を行っている。提供された食品については，所管課を通し
て直接，生活困窮者や生活保護世帯に提供したり，食材等は主に「こども食堂」に
提供している。

関連ホームページ http://www.city.amami.lg.jp/kankyo/3010undo.html

成果指標や目標
とその確認方法

　「フードドライブ」という活動は，日本でもまだ新しい活動のため，市民に浸透してい
ないと思われる。今回（初回）の開催でこの活動のことを知ってもらい，次回の開催
がさらに盛り上がり，前回比で回収量が増えることを目標としたい。

施策のポイント
　イベントは参加者数も多く，親子づれが多くみられるため，幅広い世代への環境教
育につながる。また，本施策は食品ロス＝廃棄物の削減を主目的としているが，福
祉への貢献を通して活動の意義を高め，協力への意欲向上を図っていきたい。

効果や成果 食品ロス問題意識の市民への浸透，余剰食品の有効利用




